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0405 なっとう！！ なっとうパン。めんつゆ+なっとうをパンに塗って焼く！ 〈心理学部心理学科3年生　ウーパーさん〉しょうが湯！ 内臓を温めるために飲んでいます☺   〈心理学部心理学科3年生　ポニョさん〉

先
輩
に
き
き
た
い

《
資
格
取
得
編
》

学生生活をサポートする「学生課」「学生相談室」「保健室」の三者が、この度「いじめ

をなくすために」と題したリーフレットを作成しました。これは各三部署における日々の

学生サポート業務から、追手門学院大学のすべての学生にぜひ読んでもらいたいとい

う思いで作成されたものです。

追手門学院大学に入学したすべての学生が充実した学生生活

を送る、これは私たち教職員の最大の願いであり、日々の業務の

指針となるものです。人の価値観が多様化する現代社会におい

て、学生にとっては、時に悩みながらも、将来社会に活かすことの

できる知識や円滑に社会生活を生き抜く術を学ぶことが、大学四

年間の課題であるとも言えます。その学びの場は、正課教育以外

に課外活動やアルバイト、友人関係など、多岐に亘ることでしょ

う。この貴重な四年間に、先輩後輩の上下関係や経済社会のしく

みに触れた経験が、後の社会人として生きる力の基礎となるので

すが、在学中に成人を迎える大学生には、何事にも自己責任を伴

う自己決定が求められます。中には法律や社会の慣行に対する知識が不足しているがゆ

えに、思わぬ事件事故に巻き込まれる学生が多いのも事実です。

学生部は従来より、安全、快適、公正なキャンパスづくりを目指して、きめ細かなサポ

ートに徹してきました。ここ三年間は特に、「学生課」「学生相談室」「保健室」の三者で月

一度の懇談会を設け、緊密な連携を取り諸問題に対処してきました。また、学友会など

の学生団体を通じて、機会を見つけては、人権を尊重することやいじめのない課外活動

の要諦を説いてきました。しかしながら、いじめやハラスメントはいけないことだと頭で

は理解していても、自分のしていることがいじめであるとは気がつかなかったり、周囲の

人達にいじめを防ぐための行動が伴っていないという現状が、残念ながら存在していま

す。学生がいじめで悩み苦しむことのないように、また無意識のうちに加害者になってし

まい周囲を傷つける学生に注意喚起するためにも、今回作成したリーフレットには、「い

じめとは？」「被害にあったとき」「自分の立ち位置」「加害者にならないために」「周囲で

いじめのサインが見えたら」等を具体的に解説しました。また自己点検の項目も設けて

いますので、是非手にとって熟読してみてください。

さらに学生課では、２０１２年度も「弁護士による学生のための法律相談」を受け付け

ています。２０１１度は２０１０年度の約５倍、３０回で７７件の相談がありました。弁護士

は、学生や一般には敷居の高い存在と感じられるかもしれません。しかし、買い物といっ

た身近な日常生活の中でも法律行為は行われており、学生が悪質商法などトラブルに

巻き込まれるケースも後を絶ちません。利用者からは「ちょっとした問題でも弁護士と

いう専門家に相談することで解決の糸口が見つかった」という声も寄せられています。

学生課への相談事案は様々ですが、中には、学則による加害者への処分を伴うものもあ

ります。そうした深刻なケースは、もはや学生部だけでなく、各学部の教員、課外活動団

体の顧問、学生自身の家庭など、関係各位の協力なしには、被害者への回復措置や、加

害者に対する教育的指導を進めることはできません。関係各位ときめ細かな連携をと

り、学生の皆さんにとって信頼でき安心して相談できる窓口であり続けるというのが、私

たちの使命であり目標です。

いじめをなくすために
　　　　　　― 三者懇談会の取り組みから生まれたもの ―

和やかな笑顔と優しい言葉を仏教では、和顔愛語（わげんあいご）といいます。人権
に対する深い理解も、お互いに和やかな顔で向き合い、愛をこめて語り合うことから始
まるものでしょう。このことから、本学の人権委員会が発行する会誌の誌名を『愛語』
としています。
人権意識を高めることを目的に、広報誌『OTEMON　PRESS』にも「愛語コーナー」

を設け、継続的な啓発につとめる所存です。
（入試部　入試広報課）

愛語コーナーについて
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　学生部長　髙森　哉子

地震直後の仙台駅前
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東北放送　報道部　気象予報士

■おざき　なおゆき
　１９９２年文学部東洋文化学科（現　国際教養学部アジア学科）卒

尾崎　尚之さん
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就職氷河期の中、奮闘する就活生の後輩へ
資格を生かした仕事

中井美江さんと田中克茂さんは同級生。ともに経営学部経営学科で学んだ仲
間で、時には同じ授業をとり、お互い切磋琢磨しながら大学時代を過ごした。
偶然にも、現在二人は司法書士、一級建築士と、それぞれ資格を生かした仕事
に就いている。会社という組織に縛られず、働き方の自由度が高い専門職の醍醐
味や、取得までの道のりを聞いた。

中
井
美
江
さ
ん
は
卒
業
後
、住
宅
ロ
ー
ン
の
保
証
を
商
品
と
し

て
扱
う
企
業
に
就
職
し
た
。そ
の
商
品
は
、顧
客
が
組
ん
だ
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
、顧
客
に
代
わ
っ
て
金
融
機

関
に
返
済
を
行
う
も
の
。不
動
産
登
記
を
主
な
業
務
と
す
る
司
法

書
士
は
、仕
事
で
接
す
る
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。法
律
を
扱
う
専
門

職
に
憧
れ
を
抱
い
て
一
念
発
起
、２
年
間
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
終
業

後
は
資
格
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。週
２
回
の
授
業
日
以
外
も
自
宅

や
ス
ク
ー
ル
で
猛
勉
強
し
た
。難
解
な
法
律
用
語
が
す
ら
す
ら
読

め
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
退
職
、１
年
後
に
念
願
が
叶
っ
て
合
格

し
た
。

大
学
で
は
経
営
学
を
専
門
と
す
る
山
中
雅
夫
教
授
ゼ
ミ
に
所

属
。卒
業
論
文
は「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）」を

テ
ー
マ
に
選
び
、会
社
設
立
や
不
動
産
登
記
な
ど
を
徹
底
し
て
学

ん
だ
。小
さ
い
こ
ろ
か
ら
法
律
に
興
味
が
あ
り
、一
般
教
養
科
目
も

含
め
て
法
律
に
関
す
る
科
目
は
す
べ
て
履
修
し
た
と
い
う
。「
追
大

生
は
、優
し
く
て
周
囲
に
気
配
り
が
で
き
温
か
み
が
あ
る
。私
た
ち

以
外
に
も
資
格
を
生
か
し
た
仕
事
の
卒
業
生
が
い
た
ら
、ぜ
ひ
交

流
し
た
い
で
す
ね
。追
大
の
卒
業
生
に
は
、共
通
の
雰
囲
気
を
感
じ

ら
れ
る
の
で
安
心
で
き
ま
す
」と
、人
脈
づ
く
り
に
も
積
極
的
だ
。

現
在
は
谷
﨑
合
同
事
務
所
で
司
法
書
士
と
し
て
働
く
が
、近
い

う
ち
に
独
立
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。先
輩
司
法
書
士
に
は
子
育

て
を
し
な
が
ら
独
立
開
業
す
る
人
も
い
て
、家
庭
と
仕
事
の
両
立

を
上
手
に
こ
な
す
姿
を
身
近
に
見
て
い
る
。「
今
は
不
動
産
登
記

業
務
を
中
心
に
、キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
ま
す
。簡
裁
訴
訟
代
理

権
の
認
定
も
得
て
い
ま
す
の
で
、依
頼
人
の
代
理
で
簡
易
裁
判
所

に
お
け
る
通
常
訴
訟
な
ど
も
扱
え
ま
す
。プ
ロ
意
識
の
高
い
上
司

や
先
輩
に
恵
ま
れ
て
、仕
事
を
完
璧
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。顧
客
と
の
電
話
の
や
り
取
り
か
ら
提
出
書
類

の
細
部
に
ま
で
指
導
が
行
き
届
き
、知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
惜
し
み

な
く
与
え
て
く
れ
る
今
の
職
場
環
境
に
、誇
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。私
も
後
輩
の
模
範
と
な
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」と
、目
を

輝
か
せ
る
。

仕事に誇りをもって全力を尽くす
谷﨑合同事務所
司法書士 ： 簡裁訴訟代理権認定司法書士　
経営学部経営学科　１９９９年卒業中井 美江さん

Nakai Mie

大
学
卒
業
後
進
路
に
悩
み
、思
い
立
っ
て
一
級
建
築
士
を
目
指
し

た
田
中
克
茂
さ
ん
。現
在
は
京
都
府
と
滋
賀
県
で
一
級
建
築
士
事

務
所
を
経
営
す
る
。事
務
所
の
屋
号
は『
株
式
会
社
ア
ン
ビ
エ
ン

テ
』。こ
れ
は
両
親
が
経
営
し
て
い
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
名
前
を
継
い

だ
も
の
だ
。

「
多
く
の
建
築
家
は
建
物
を『
作
品
』と
呼
び
ま
す
。僕
に
は
大
き

な
違
和
感
が
あ
る
。作
品
は
作
者
が
主
役
。商
品
は
お
客
さ
ま
が
主

役
。徹
底
し
た
お
客
さ
ま
の
た
め
の
建
物
づ
く
り
。そ
れ
が
僕
の
建

築
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」と
田
中
さ
ん
は
思
い
を
込
め
る
。

田
中
さ
ん
の
両
親
は
、神
戸・北
野
で
広
く
名
の
知
れ
た
ブ
テ
ィ
ッ

ク
を
経
営
し
て
い
た
。小
学
生
の
こ
ろ
バ
ブ
ル
が
到
来
し
、会
社
も

急
成
長
。高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
で
紹
介
さ

れ
る
や
い
な
や
商
品
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
使

わ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
ブ
ラ
ン
ド
に
。経
営
者
の
父
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

母
。田
中
さ
ん
は
幼
少
か
ら
自
然
と
家
業
を
継
ぐ
も
の
だ
と
思
っ
て

お
り
、父
も
ま
た
跡
継
ぎ
の
長
男
に
経
営
の
要
諦
を
教
え
込
も
う
と

厳
し
く
接
し
た
。大
学
入
学
直
前
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ

り
、状
況
は
一
変
。被
災
地・神
戸
で
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
は
必
要
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
就
職
活
動
し
ぃ
や
」両
親
か
ら
の
言
葉
。田
中
さ

ん
が
、人
生
の
目
標
を
失
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

「
何
か
デ
ザ
イ
ン
に
関
係
す
る
こ
と
で
商
売
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」と
一
心
に
悩
ん
だ
末
、ふ
と
建
築
士
の
仕
事
が
思
い
浮
か
ぶ
。

「
こ
れ
や
っ
！
洋
服
が
建
物
に
変
わ
っ
た
だ
け
や
！
」思
い
切
っ
て
専

門
学
校
に
入
学
、２
年
後
の
二
級
建
築
士
資
格
取
得
後
は
、設
計
事

務
所
で
働
き
な
が
ら
一
級
建
築
士
を
目
指
し
た
。勉
強
を
始
め
て
足

掛
け
11
年
目
に
一
級
建
築
士
試
験
合
格
。半
年
後
に
事
務
所
を
立
ち

上
げ『
ア
ン
ビ
エ
ン
テ
』を
社
名
に
し
て
、両
親
の
夢
を
再
び
継
い

だ
。「
追
大
で
は
地
理
歴
史
研
究
会
に
所
属
し
、多
く
の
友
人
や
先

生
と
の
関
わ
り
か
ら
、人
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。今
の
建
築
コ
ン
セ
プ
ト
を
貫
け
る
の
も
、学
生
時
代
の
経
験
が

大
き
い
。小
さ
い
頃
は
跡
継
ぎ
の
緊
張
感
か
ら
、常
に
大
人
の
顔
色

を
伺
う
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。大
学
で
仲
間
に
恵
ま
れ
、初
め
て

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
し
て
も
い
い
と
、楽
に
生
き
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
」と
青
春
時
代
を
振
り
返
る
。「
建
築
士
の
業
界
は
、理
系
の

世
界
。文
系
出
身
者
も
少
数
で
、追
大
出
身
者
に
は
出
会
っ
た
こ
と

が
な
い
で
す
。し
か
し
僕
は

文
系
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め

ず
、自
分
を
高
め
よ
う
と
邁

進
し
た
。今
は
、事
務
所
経

営
の
傍
ら
、建
築
士
の
資
格

ス
ク
ー
ル
で
非
常
勤
な
が
ら

教
鞭
を
と
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。何
事
も
や
れ
ば
で
き

る
ん
で
す
よ
」と
後
輩
へ
の

エ
ー
ル
で
締
め
く
く
っ
た
。

施主目線に立った家づくり
一級建築士事務所　株式会社アンビエンテ　主宰

一級建築士
経営学部経営学科　１９９９年卒業 田中 克茂さん

Tanaka Katsushige

冊子写真


